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駐
車
場
に
駐
車
中
の
車
が
破
損
す
る
被
害
が

発
生
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
徒
や
教
職

員
、
来
校
者
な
ど
の
安
全
対
策
と
し
て
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
来
校
者
兼
職
員
用
駐
車
場
の
間

に
防
砂
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
か
ら
の
指
摘

　
フ
ェ
ン
ス
設
置
に
お
い
て
は
、
庁
内
の
技

術
職
員
と
も
十
分
連
携
し
な
が
ら
効
果
や

安
全
性
、
耐
久
性
を
考
慮
し
設
置
す
る
よ

う
に
。

　
　

協
議
会
を
立
ち
上
げ
要
望
活
動
を
何

人
で
行
う
予
定
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

民
間
７
団
体
の
代
表
と
市
長
、
議
長
、

産
業
建
設
文
教
委
員
長
、
議
員
数
人
、
民

間
の
若
手
後
継
者
数
人
、
職
員
の
合
計
20

人
の
構
成
を
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
人

数
は
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
決
定
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
協
議
会
は
松
浦
・
佐
々
道
路

供
用
開
始
ま
で
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　

支
援
員
の
配
置
状
況
は
。

　
　

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
数
は
小
学

校
で
２
８
０
人
、
中
学
校
で
１
０
０
人
で
あ

る
。
現
在
22
人
の
支
援
員
で
対
応
し
て
い
る

が
、
学
校
現
場
か
ら
は
支
援
員
の
増
員
を
要

　
　

Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
で
は
、
骨
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

系
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、

70
人
の
外
国
人
が
平
戸
で
死
亡
し
、
そ
の
中

で
埋
葬
時
期
か
ら
10
人
に
ま
で
絞
ら
れ
て
い

る
。
今
後
も
可
能
な
限
り
調
査
を
行
な
っ
て

い
く
。

　
　

令
和
元
年
度
の
申
請
実
績
が
、
１
件

に
と
ど
ま
っ
た
要
因
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
１
次
生
産
者
が
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
事
業
の
施
設
・
機
械
設
備
の

み
が
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
ネ
ッ

ク
で
あ
っ
た
。
令
和
２
年
度
は
、
１
次
生
産

者
に
加
え
、
中
小
企
業
者
も
対
象
と
し
、

新
商
品
開
発
総
合
支
援
事
業
補
助
金
と
し

て
補
助
制
度
の
改
正
を
行
な
っ
た
。
施
設
・

機
械
設
備
だ
け
で
な
く
、
販
売
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
の
開
発
ま
で
を
対
象
と
し
、
積
極
的

に
多
く
の
事
業
者
が
活
用
で
き
る
よ
う
周
知

活
動
に
も
取
り
組
み
た
い
。

　
　

今
回
合
宿
す
る
実
業
団
誘
致
の
経
緯
、

経
費
の
負
担
、
費
用
対
効
果
は
。

　
　

長
崎
県
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
の
誘
致
を
行
う
長
崎
県
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
た
。
長
崎
県
ス

６
次
産
業
化
推
進
事
業

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致
事
業

西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
事
業

特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業

生
月
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業

企
業
誘
致
対
策
事
業

平
戸
市
農
業
集
落
排
水
事
業

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
シ
オ
ノ
ギ
製

薬
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
赤
坂
野
球
場
や
南
部

地
区
に
あ
る
屋
内
運
動
場
を
視
察
し
た
こ
と

か
ら
誘
致
で
き
た
。
市
の
負
担
は
、
長
崎
県

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
負
担
金
や
バ
ス

の
借
上
げ
な
ど
で
１
８
６
万
９
千
円
で
あ
る
。

一
方
、
選
手
、
コ
ー
チ
な
ど
30
人
が
本
市
に

10
日
間
滞
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宿
泊
費
な

ど
で
約
２
７
４
万
円
の
経
済
効
果
を
見
込
ん

で
い
る
。
長
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
た
誘
致
の
場
合
は
、
宿
泊
費
等
の
補
助

対
象
経
費
の
４
分
の
１
ず
つ
を
県
と
市
で
負

担
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
長
崎
県
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
誘
致
活
動
を
行
い

た
い
。

　
　

本
市
へ
の
企
業
か
ら
の
視
察
は
何
社
か
。

企
業
誘
致
が
出
来
れ
ば
雇
用
が
生
ま
れ
、

市
の
税
収
も
期
待
さ
れ
、
少
子
化
対
策
に

も
な
る
。
総
合
的
に
判
断
し
、
企
業
立
地

奨
励
金
な
ど
今
後
検
討
す
る
課
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

15
社
か
ら
訪
問
が
あ
り
、
う
ち
３
社
に

継
続
的
に
営
業
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
企

業
と
の
面
談
の
中
で
、
場
所
に
つ
い
て
は
特

に
問
題
は
な
い
が
、
雇
用
す
る
場
合
に
人
材

が
集
ま
る
の
か
と
い
う
の
が
課
題
で
あ
る
。

進
出
企
業
に
も
よ
る
が
、
創
業
時
に
50
人
以

上
の
雇
用
者
の
確
保
は
厳
し
く
、
30
人
程

度
で
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
が
進
出
す
る
に
は
タ
イ
ミ
ン

グ
や
要
件
が
全
て
そ
ろ
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

企
業
も
以
前
は
多
く
の
労
働
力
に
頼
る
労

働
集
約
型
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
機
械
設
備

や
自
動
化
に
多
額
の
資
金
を
投
入
す
る
資
本

集
約
型
に
移
行
し
て
い
る
。
企
業
の
事
業
形

態
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
見
極
め
な

が
ら
必
要
な
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
２
人
の
国
際
交
流
員
の
活
動
内
容
は
。

　
　

姉
妹
都
市
等
と
の
調
整
、
通
訳
、
市

民
向
け
の
出
前
講
座
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
海
外

へ
の
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。

　
　

防
砂
フ
ェ
ン
ス
設
置
の
経
緯
は
。

　
　

市
立
生
月
中
学
校
に
お
い
て
平
成
22
年

12
月
28
日
と
平
成
31
年
３
月
15
日
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
砂
を
巻
き
込
ん
だ
突
風
に
よ
り
、

望
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
応
募
者
が
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
機
材
は
古
い
も
の

も
あ
る
。
機
材
の
入
れ
替
え
な
ど
環
境
を
変

え
、
そ
の
分
利
用
料
を
上
げ
て
費
用
対
効

果
を
生
む
よ
う
な
こ
と
は
考
え
な
い
の
か
。

　
　

意
見
を
参
考
に
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

委
員
会
か
ら
の
意
見
・
指
摘

　
い
さ
り
び
の
里
は
大
島
村
で
唯
一
の
大
人

数
で
宿
泊
で
き
る
施
設
で
あ
り
、
今
後
も
存

続
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

大
島
村
は
花
粉
の
避
粉
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

避
粉
地
ツ
ア
ー
な
ど
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

集
客
に
繋
が
る
よ
う
に
民
泊
事
業
者
、
指

定
管
理
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
宿
泊
客
が

増
加
す
る
よ
う
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
　

老
朽
管
路
更
新
事
業
の
管
路
埋
設
工

事
に
お
け
る
埋
設
の
深
さ
は
浅
く
で
き
な
い

か
。
敷
設
工
事
に
法
的
な
縛
り
が
あ
る
の
か
。

国
際
交
流
員
招
致
事
業

屋
外
教
育
環
境
整
備
事
業

令
和
２
年
度
平
戸
市
水
道
事
業

会
計
予
算

令
和
２
年
度
平
戸
市
あ
づ
ち
大
島
い

さ
り
び
の
里
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

国
土
交
通
省
か
ら
国
道
に
お
け
る
水
道

管
の
上
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
道
路
の
舗

装
厚
に
30
㎝
を
加
え
た
値
と
し
、
60
㎝
を
下

回
ら
な
い
よ
う
に
と
通
知
が
あ
っ
て
お
り
、

平
戸
市
内
の
国
道
、
県
道
は
、
田
平
土
木

維
持
管
理
事
務
所
と
協
議
し
、
国
道
は
舗

装
厚
65
㎝
に
30
㎝
を
加
え
た
95
㎝
の
深
さ
で

行
う
こ
と
で
許
可
を
受
け
て
い
る
。
60
㎝
で

も
管
の
強
度
は
あ
る
が
、
道
路
管
理
者
か
ら

の
指
示
で
施
工
し
て
い
る
。
ま
た
、
敷
設
工

事
は
、
歩
道
な
ど
極
力
安
価
に
で
き
る
よ
う

に
施
工
場
所
を
選
定
し
て
い
る
。

市
か
ら
の
報
告

　

計
画
で
は
大
型
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を

検
討
し
て
い
た
が
、
浄
化
槽
施
設
の
耐
用
年

数
を
国
（
九
州
農
政
局
）
へ
確
認
し
た
結
果
、

年
数
が
短
く
な
っ
た
こ
と
や
、
合
併
浄
化
槽

の
処
理
対
象
人
槽
算
定
基
準
が
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
緩
和
さ
れ
、
同
じ
面
積
の
住

宅
で
も
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
小
型
の

も
の
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
個
別
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
適
正
化
法
に
よ
る
補
助
金
返

還
額
お
よ
び
地
方
債
の
償
還
終
了
と
現
施

設
の
運
用
費
用
等
か
ら
算
出
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
12
年
度
が
最
適
と
思
わ
れ
る
が
、
毎
年

検
証
し
な
が
ら
最
良
の
時
期
を
判
断
し
た
い
。

委員長報告全文は
こちらをご覧ください。
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